第１５回中映協映像コンテスト開催要項　一般の部　
主催　　中部映像関連事業社協会（中映協）
応募条件
１）制作社（出品社）は、中部地方の映像制作事業社とする。
２）コンテストは、放送番組（90分以内）、文化・教育（30分以内）、企業・産業（30分以内）、ＣＭ・ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（180秒以内）の4部門とする。部門判断のむずかしい場合、ジャンルは「その他」で応募可

３）平成28年4月1日～平成29年3月31日に完成の作品に限定する。規定の申込書に必要事項を記入し、DVDにコピーした作品と共に提出する。
４）出品社は、１ジャンル１作品（計4作品以内）を出品することができる。
５）作品の著作権、肖像権等は出品社の責任において許諾を得るものとする。
６）出品料：中映協会員社…1作品あたり5,000円　
中映協非会員社…1作品あたり10,000円　　（応募作品は返却しない）
応募作品募集期間　　平成29年3月8日（水）から4月7日（金）
申し込み先　　　　中映協事務局（〒460-0022名古屋市中区金山2-15-14　052-331-8725）
審査方法
審査は非公開とし、審査委員は、主催者が委嘱した6名の審査員で構成する。
審査委員会は、12名の役員と6名の審査委員で構成する。
審査委員会は、審査委員の採点結果を受け、入賞作品の最終決定を行う。
審査委員
伊豫田静弘氏　（愛知芸術文化協会 理事長・審査委員長）
亀井　敏之氏　（中部経済産業局産業部 流通・サービス産業課長）
佐々木靖志氏　（愛知県産業労働部　産業振興課次世代産業室長）
日比野雅彦氏　（中日新聞編集局放送芸能部 部長）

石田　巳賀氏  （華道 石田流 次期家元、名古屋市文化振興事業団評議員）
澤田　健邦氏  （元･中映協理事、映像制作プロデﾕーサー）
入賞　ジャンル別大賞（4部門）各5万円　　　
大賞受賞作品および、役員会で優秀と推奨された作品を全映協映像コンテストに　　　　　　　　　　　　　　　

エントリーする。
発表／表彰
入賞作品の発表と表彰は中映協定時総会（平成29年5月29日）にて行う。
審査基準
・「企画背景と企画意図」「作品のねらいと表現」は明確か
・企画、制作、視聴、運用のあらゆるプロセスで新しい創意工夫はあるか
・審査項目…訴求力、企画力、演出力、技術力、独創性。
	第15回中映協映像コンテスト参加申込書（一般）2017年　　月　　日
作品タイトル
（サブタイトル）
	

	ジャンル： 
	制作年月　平成　　年　　月
	作品タイム　　　　分　　　秒

	出品社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者名（部署）

	住所　〒－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ＴＥＬ　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail

	プロデューサー
	企画
	演出

	撮影
	編集
	ＣＧ

	出演者
	その他

	
	＊番組部門：放送媒体　　　

	（制作依頼内容）

（制作意図）




申込み・問い合せ先　中部映像関連事業社協会事務局

〒460-0022名古屋市中区金山2-15-14  052-331-8725　　　atuko@palm.co.jp
出品料：会員社５０００円（１作品あたり）　非会員社１００００円（１作品あたり）　

出品料振込先　三菱東京ＵＦＪ銀行　上前津支店　普通　1517561 中部映像関連事業社協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振込料手数料はご負担ください
＊　出品にあたって、以下は記載しないで下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
審査評価項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者名（　　　　　　　　　　　　）

	作品の完成度［制作目的の達成度・・企画力、演出力、技術力等］　　　　　　　



	作品の訴求力・独創性［社会的インパクトやテーマの現代的意味等］　　　　　　



	作品の付加価値［地域的価値や全国的アピール度、教育的意味等波及効果］　　　



	総合点（１０点満点）

	　　　　点


